
１　システム販売の目的

２　応募状況及び審査内容　

    （１）　応募状況                                                                                                         

数量(㎥)

45 400 1

46 100 1

47 1,300 1

48 430 0

49 650 1

50 500 1

51 1,010 4

52 650 2

    （２）　審査内容

垂氷 スギ、原料材Ｎ・Ｌ

地峯 スギ、ヒノキ

備　　考

　一定の要件を満たす工場等と近畿中国森林管理局長が国有林材の販売に関する相互協定を締結し、その協定に基づき計画的な販売
を実施することにより、国有林材の需要、販路の確保・拡大を図り、併せて地域における中核的な素材流通・製材の担い手の育成、流域
管理システムの推進等に資することを目的とし、山元において販売するものです。
　また、民有林材と国有林材をあわせた国産材の自給率アップに向けて、原木市場でＢ材・Ｃ材といわれる一般材及び低質材の利用・販
路の確保等への取組を支援しています。

番　号 森林管理署等
公　　募　　内　　容

近 畿 中 国 森 林 管 理 局

「国有林材の安定供給システム販売(素材）」の結果公表

  令和５年５月１６日に公告しました「国有林材の安定供給システム販売(素材）」について、「申請書」及び「企画提案書」等を審査した結
果、下記のとおり決定しましたので公表します。

令 和 ５ 年 ７ 月 １ ０ 日

記

応募件数
樹　　種

神戸布瀬山 スギ、ヒノキ

小沢、三坂谷
日ノ谷、和佐谷 原料材Ｎ・Ｌ

神戸布瀬山 原料材Ｎ・Ｌ

小舟山

地峯 原料材Ｎ・Ｌ

小舟山 原料材Ｎ・Ｌ

スギ

   企画提案書等の内容が、①システム販売の対象となる需要者の要件を満たしているか（必須項目）、②企画提案する10項目の取組内
容（取組評価点）及び山元購入希望単価（価格点）等について、審査しました。



３　審査結果

山元購入希望価格
　スギ・ヒノキ（円／㎥）

原料材Ｎ・Ｌ（円／ｔ）

45

平均単価
ス　ギ　 　　　4,000円

単価
原料材Ｎ　 　2,000円
原料材Ｌ　 　2,000円

46

平均単価

ス　ギ　 　7,004円
ヒノキ　　 9,030円

47

49

単価

原料材Ｎ　 　2,500円
原料材Ｌ　 　2,500円

50

単価

原料材Ｎ　 　4,000円
原料材Ｌ　 　4,000円

51

単価

原料材Ｎ　 　6,300円
原料材Ｌ　 　6,300円

52

単価

原料材Ｎ　 　7,200円
原料材Ｌ　 　7,200円

石川県金沢市東蚊爪町１丁目２３番１
石川県森林組合連合会
代表理事会長　近藤　安爲

・並材や低質材については、協定販売に基づき、市場を介さない山土場から需要先に直
送することで木材流通経費を低減することを進める。
・人工林の多くが利用期を迎えている中で、豊富な森林資源を適切に経営・管理し「伐っ
て、使って、植えて、育てる」という林業の健全な循環利用を推進することで、森林の多
面的機能を発揮させると共に、人材育成や担い手の確保、木材供給体制を整備しなが
ら地域経済が潤うように取組んでいく。

奈良県桜井市大字戒重１３７番地
西垣林業株式会社
取締役社長　西垣　雅史

企　　　画　　　提　　　案　　　の　　　概　　　要

企画提案する取組

協定予定者と価格交渉を行った結果、協定締結は不成立となった。

・今後予測される工場の人手不足という課題を解消するため、少人数短時間、安全で効率的な
生産性の高い職場を目指し、油圧ショベルの増設やキャビン付きリフトを導入する。また、輸送
面でも2024年問題を意識して、ドライバー不足や運賃の高騰という課題を解消するため、製品
と原木の両方を運搬できる大型車両を導入する。
・木材業界で敬遠される「水分・油分」に含まれる香り成分を活用し、大手企業とのコラボ商品
や百貨店等で販売できる商品を開発し、新たな市場を創り出していく。
・安定的な電気供給が必要なバイオマス発電所でのサーマル利用、段ボール需要等が旺盛な
製紙会社でのマテリアル利用に貢献。

・事業を幅広く展開して行く為の人材育成及び、林業従事者への技術継承。
・生産量及び品質向上の為の加工機械、重機等の更新。
・システム販売材と民有林材を多く購入することで保管期間を長くし乾燥させたい又、製品につ
いてもできるだけ自然乾燥させ輸送過程でも水分を含ませないよう水分の低減に努め、製品の
付加価値の向上を更に目指し、原木買取価格の上昇に繋がるよう努力する。
・広範囲に製品販売を行っていることと、自社車両を所有している為、それらを利用し又、組み
合せることで流通過程の無駄を省く。

兵庫県養父市大屋町大杉５０４
正垣木材株式会社
代表取締役　正垣　雅浩

島根県松江市西津田一丁目２番１４号
山陰丸和林業株式会社
代表取締役　北岡　幸一

・近年は企業向けオフィス、公共建築物等への国産材供給にも注目しており、SDGｓが重要視さ
れる昨今の、CLT等特殊な構造用木材への需要にも柔軟に取り組んでいく。
・原木の供給先として、協定先である合板工場と自社製材工場を確保しており、国産材需要の
変化に応じた供給が可能。
・小規模の民有林材を効率的に集荷・供給することで、国産材の円滑な流通を促し、国産材に
対する信頼の確保や、民有林における山元の再造林、育林等への意欲向上等のメリットを生み
出すことが出来る。民有林材と合わせロットを大きくして合板工場等に有利販売し、販売コスト
の削減を図れる。

・近年は企業向けオフィス、公共建築物等への国産材供給にも注目しており、SDGｓが重要視さ
れる昨今の、CLT等特殊な構造用木材への需要にも柔軟に取り組んでいく。
・年間を通して生産されるシステム販売材をベースに、小規模かつ分散的な地域の未利用材を
取り纏めることで、国有林及び民有林における国産材の、安定的な流通の促進を計画してい
る。
・システム販売材を地域の未利用材と併せて供給することで、バイオマス発電に対する信用の
醸成、原料となる国有林材の安定性の周知、そして収益の安定的確保による林産業の活性化
を目指す。

・近年は企業向けオフィス、公共建築物等への国産材供給にも注目しており、SDGｓが重要視さ
れる昨今の、CLT等特殊な構造用木材への需要にも柔軟に取り組んでいく。
・年間を通して生産されるシステム販売材をベースに、小規模かつ分散的な地域の未利用材を
取り纏めることで、国有林及び民有林における国産材の、安定的な流通の促進を計画してい
る。
・システム販売材を地域の未利用材と併せて供給することで、バイオマス発電に対する信用の
醸成、原料となる国有林材の安定性の周知、そして収益の安定的確保による林産業の活性化
を目指す。

奈良県桜井市大字戒重１３７番地
西垣林業株式会社
取締役社長　西垣　雅史

奈良県桜井市大字戒重１３７番地
西垣林業株式会社
取締役社長　西垣　雅史

番号 協定締結者


